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The problem of the cross-cultural communication should be clarified for resolving the problems for global 
society.  One of the problems would be the understanding of the cultural difference of communication.  In the 
present study, we analyzed the feature of daily communications of Japanese people from the stand point of the 
“Haji” and Amae” culture.  At present, the number of people in the traditional local society is decreasing in 
parallel with shrinking the space of “Seken” where “Haji” and Amae” culture seems to be developed.  In such a 
situation, most of university students have been grown up in the shrunk “Seken”.  This likely lead to the 
development of “Sasshi” and “Enryo” communication culture.  Taking the passive role in the daily 
communications in Japanese seems to be the major problems for difficulty of cross-cultural communications in 
English.  Thus, the understanding of the difference of daily communication style in foreign culture would be 
essential for resolving the problems of the cross-cultural communication in local communities. 
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1.緒言 
地域の過疎化に伴い，伝統文化の形も変化しつ
つある。伝統的に日本は稲作文化圏に属し，それ
に必要な灌漑設備から苗代，田植え，収穫，脱穀
などにいたる共同作業が必要であり，そのため家
族を単位として横に結合する村落共同生活が営
まれ，人々の協力，団結や調和の精神が尊重され
てきた。このような閉鎖的な環境の中で，地域社
会全体として一定の秩序を保ちながら，調和を図
るために世間 1という概念が活用されてきたと考
えられる。地域社会の過疎化と人口の都市集中，
さらにはグローバル化の進展により，世間の形が
大きく変わってきた。日本と中国においては，世
間と恥という考え方には，ある程度の共通性が見
られる 2。しかし，グローバル時代を迎えて，コ
ミュニケーションのあり方も変化を余儀なくさ
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れている。このような時代には，異文化を背景に
持つ人々と円滑にコミュニケーションが取れる
能力や意欲が求められる。海外だけでなく，日本
国内においても，文化的背景の異なる人々と良好
なコミュニケーションを取り，協働していくこと
が不可欠な時代が来ている。しかし，日本におい
てはグローバル化の進展に伴う異文化コミュニ
ケーションの重要性は一般的に認識されている
にも関わらず，日本人のコミュニケーション能力
育成に関しては課題が多いと思われる。	
日本人の国際的なコミュニケーション力の低
さは，英会話力の低さと同義で批判されることが
ある。この問題を考える時には，英会話力だけで
なく，コミュニケーションという行為自体に対す
る文化的な背景の違いを理解する必要がある。外
国語によるコミュニケーション能力は，外国語に
関する知識の量や能力・練習量などにかかわると
同時に，個人の性格や一般的な物事に関する知識
や考え方などの要因が関与している。個人の性格
に関しては，その生育過程において，個人の置か
れた環境やそこに伝わる文化が自己の形成に多
分に関与していると考えられる。このようにして，
個人の性格も社会や文化の影響を受けており，社
会や文化の産物として，地域社会に特有のコミュ
ニケーション様式が，それぞれの地域社会に存在
していると言えよう。	
本論では，アンケート調査を通じて明らかとな
った，日本人大学生のコミュニケーションにおけ
る非言語メッセージ表現，行動様式及び発信力な
どの特性が，地域の文化的背景から，どのような
影響を受けているのかを分析して，グローバル化
する地域社会のモデルとして，異文化コミュニケ
ーションの課題を探ることを試みた。特に世間と
の関連においての「恥」と「甘え」という観念 3
が，大学生の行動様式や判断力，そしてコミュニ
ケーションの様式に，どのように影響を及ぼして
いるのかについて，これまでの先行研究を踏まえ
て，明らかにしていきたい。	
「恥」と「甘え」という観念は，決して日本独
特なものではなく，すべての人間に共通した性質
であると指摘されている。しかしながら，日本人
のコミュニケーションの特色として，「恥」と「甘
え」の観念をもとにして考えていくと，その独自
性が育った日本的風土の特色が理解しやすくな
ると考えられる。このようにして，日本の地域社
会の特色である世間における人間関係の要因と
して「恥」と「甘え」を，日本人的な行動様式や
コミュニケーションと構造的に結び付けること
で理解がさらに深まること期待できる。このよう
な解明を進めていくことにより，大学の教育現場
において，学生の異文化コミュニケーション能力
を高めるための改善策を考えるきっかけになる
ことも期待されよう。	
	
2. 研究方法 
2.１. アンケート調査  
無記名マークシート 5 択式で，2017 年 5 月に
徳島大学の在学一，二年生（総合科学部，教養教
育院，医学部，理工学部，生物資源産業学部，薬
学部）120 名を対象にアンケート調査を行い，有
効回収票数は 101 票であった。 
 
2.2. データ処理 
Markscan（神奈川県教育委員会）を用いてマ
ークシートのデータを読み取りとデータ集計を
行った。クロス集計は，Excel2016（マイクロソ
フト）を用いて行った。	
	
3. 結果と考察 
3.1. 大学生コミュニケーションにみられる特性 
本論では，日本大学生コミュニケーションにお
ける文化的背景の影響を明らかにすることによ
り，異文化コミュニケーションに対する課題を考
察することを目的としている。	
アンケート調査によると，「外国語でコミュニ
ケーションが苦手」と考えている大学生は 66％
を占めている（図 1Ａ）。言語的能力を習得した
人間は，自由にコミュニケーションができるとい
う想定が，従来の外国語教育の基盤の中に含まれ
ていた。最近になって，言語能力はコミュニケー
ション能力の一部にすぎないということが，しだ
いに認識されるようになってきた。「日本人は外
国語のコミュニケーションが苦手である」という
ような一般認識を変えるためには，人間のコミュ
ニケーション活動について，内面及び外面の両面
からコミュニケーションに関わる行動を分析し
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て，さらに文化的背景がコミュニケーション活動
にどのような影響を与えているのかについて明
らかしていく必要があろう。	
「自分は恥ずかしがり屋のほうである」と自認
している学生は，全体の 58％を占めていること
がわかった（図１B）。この中で，「外国語でのコ
ミュニケーションが苦手」とする学生の割合は
66％にも達していた（図１C）。しかしながら，
「自分は恥ずかしがり屋である」と思わない学生
においても，63％の学生は外国語でのコミュニケ
ーションが苦手という回答が 63％もあり，外国
語でのコミュニケーションの苦手意識とという
意識には，必ずしも明確な関連性は見られなかっ
た。「自分は恥ずかしがり屋である」という意識
は，個人的な性格によるものと，コミュニケーシ
ョンの形態が地域文化的な影響を受けているこ
との２つの側面が関係していることが考えられ
る。恥ずかしがり屋というような個人的な性格に
ついても，成長の過程において，地域社会の文化
的影響を受けるために，コミュニケーションにお
ける声の問題は，地域社会の文化的影響を強く受
けていることが考えられる。	
	
3.2. 行動パターンとの関係 
大学生の行動パターンについて，大学生は「い
つも特定な友人と一緒に行動する」と回答した学
生が圧倒的に多く，全体の 73％を占めている（図
２A）。この結果から，若者の友人づきあいは特
定の仲間内に限られている傾向が強いことが判
る。他より報告されている同様の趣旨の質問のア
ンケート調査の結果でも，年代別に比較をすると，
若い世代に特にこのような傾向が強いことが示
されている（羽淵 2002）。この結果は，人間関係
の繋がりの範囲が以前に比べて狭くなってきて
おり，各個人から見ると，世間として捉えること
が出来る空間が限られてきたという見方が出来
よう。このような現象は，世間という概念に存在
する人間の数が減少していることでもある。また，
「友達と一緒に間違えば，恥ずかしくない」と回
答した学生は，全体の 45％にも達していた（図２
B）。全体の仲間の周辺にいる人間関係が減少す
るのに伴って，限られた周辺の人からどう思われ
るのかを気にする傾向が強まることが考えられ
る。極端な場合には，仲間以外の人間関係がほと
んど無くなり，「仲間以外はみな風景」4というよ
うな状態が起こってくる可能性がある。	
「友達と一緒に間違えば，恥ずかしくない」と
いう質問に対して，肯定的に捉えた学生は，「い
つも特定な友人と一緒に行動する」グループの学
生よりも，「いつも特定な友人と一緒に行動する」
に否定的なグループのほうが少なかった（図２C）。
このように，特定の友人と行動する習慣のある学
生は，集団で行動することで羞恥心を感じなくな
る傾向があることがわかった。目立った行動をす
ることに対する意識（図 3A）と発信力があると
いう意識（図 3B）には，ある程度の関係がある。
「目立った行動をすることに対して恥ずかしい」
という意識のある群では，「発信力がある」と自
認している学生は，14％に過ぎない（図３C）。
これに対して，「目立った行動をすることに対し
て恥ずかしい」ということに否定的な群では，「発
信力がある」と自認している学生が，53％にも達
している（図３C）。	
	
3.3. コミュニケーションにおける地域文化の影
響 
地域社会の文化的影響の中で，一般的に考えら
れてきたのは，「恥の文化」の影響である。大き
な声を出したら恥ずかしいというような外面的
な問題だけでなく，他の人と違うと恥ずかしいと
いうような内面的なものも含まれる。このような
地域文化の影響が，一般的に「日本人はシャイだ
から」というような固定観念を生み出してきたと
考えられる。「恥の文化」以外に，日本人学生の
「声が小さい」と自覚する学生が多い理由として，
普段のコミュニケーションの形態が，大きな影響
を及ぼしていることが想定される。	
２人または少人数のメンバーでの会話が中心
の日常的コミュニケーションでは，それほど大き
な声を必要としない。この日常的な会話において，
「遠慮と察しのコミュニケーション」が中心とな
っていると，会話におけるコミュニケーションの
スタイルが，自身の習慣として定着してしまうこ
とが考えられる。	
大人数を前にして，自分の意見を発信するため
には，「遠慮と察しのコミュニケーション」型の
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図１．外国語コミュニケーションに対する苦手意識と恥ずかしがり屋という意識の関係	 	 	
A.「外国語でのコミュニケーションが苦手である」という意識，	 B.「自分は恥ずかしがり屋であ
る」という意識，C.「自分は恥ずかしがり屋である」という意識と「外国語でのコミュニケーション
が苦手である」という意識の関係性	
	
会話 5とは異なった，発信したい内容を論理的に
まとめる構成力が必要になる。そのために，日常
会話とは異なったコミュニケーション力が必要
とされる。少人数での会話以外の経験が少ない学
生にとっては，このような大人数を相手にする発
言に対するハードルは高いと言えよう。	
異文化コミュニケーションにおいても，大人同
様に，「遠慮と察しのコミュニケーション」型の
会話は通用しない場合が多い。日本に長期間の居
住経験があり，日本人のコミュニケーションの特
徴に慣れている外国人を相手にして会話をする
場合を除いて，伝えようとする内容を，普段の日
常会話とは異なった文章構成にまとめなおしな
がら，発言する必要がある。英語などの外国語で
の会話の場合も，日本人の普段の日常会話で使わ
れているコミュニケーションで省略されている
用語を補いながら，相手に伝わるような文章構成
にする必要がある。外国語の日常会話の特徴につ
いての知識があると，日本語の日常会話の特徴を
対比的に理解することが可能になるが，英語に関
しても日常会話として使う機会がほとんどない
日本人にとっては，会話の特徴を経験的に学ぶ機
会はほとんどないと言えよう。	
3.4. 発信力に関する要因 
2006 年に経済産業省が「職場や地域社会で多
様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的
な力」として社会人基礎力（3 つの能力と 12 の
要素）を提唱した。その中に「発信力」が含ま
れており，自分の意見をわかりやすく伝えるこ
とであると解釈されている。社会人の基礎力中
でも，重要視されている項目であろう。	
このように，発信力に影響を与える要因として
「知識の量」，「経験に基づくスキル」，「情熱」
などが考えられる。相手の心に響かせるという観
点から考えると，これらの要因の中でとりわけ重
要なのは「情熱」ではないかと思われる。知識が
豊富であっても，情熱の面から積極的な発信姿勢
が整っていないと，自信がなくて発信できない状
態になる。情熱により，「恥」の意識は変化しう	
A B 
C 
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図 2. コミュニケーションに関係する行動	
A.「いつも特定の友人と行動する」という意識，	 B.「友達と一緒であれば間違えても恥ずか
しくない」という意識，C.「いつも特定の友人と行動する」という意識と「友達と一緒であれ
ば間違えても恥ずかしくない」という意識の関係性	
 
A B 
C 
図 3. 目立った行動をすることに対する意識と発信力との関係	 	 	
A.「他人より目立った行動をするのは恥ずかしい」という意識，	 B.「自分は発信力があ
る」という意識，C.「他人より目立った行動をするのは恥ずかしい」という意識と発信力
の関係	
A B 
C 
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ると考えられる。「他人より目立った言動をする
のは恥ずかしい」という意識が，情熱により打ち
消されることがあると思われる。	
3.5.「恥」「甘え」の日本文化論と現代社会のコ
ミュニケーション 
	 Benedict は，欧米人が自分自身の内面的な罪の
意識に基づいて善行を行う「罪の文化」であるの
に対して，日本人は，他者の目や他者の反応を意
識して，外面的に他者から嘲笑されないように善
行を行う「恥の文化」であると主張した 6。これ
に対して，作田は，恥には他者からの否定的評価
のみを対象とした「公恥」以外にも，理想的自己
に照らした「私恥」という２つの側面があると指
摘している 7。これに関連して，有光は，｢公恥｣
を他律的な恥とし，「私恥」を自律的な恥として
いる 8。 
甘えについては，精神分析学者の土居は「甘え」
に該当する言葉が他言語に見つからないことや，
「甘え」が日本人の心理と日本社会の構造を理解
するための重要なキーワードであり，周りの人に
好かれて依存できるようにしたいという，日本人
特有の感情であることを指摘している 9。	
文化とコミュニケーションとの相互作用につ
いて，石井ら 10は「コミュニケーション様式はわ
れわれが生活する文化によって規定されている」
と指摘している。	
「恥の文化」の観点から，現代の大学性のコミ
ュニケーションのあり方を考えると，他人からど
う思われるのかという外面的な強制力が常に働
いているという面をうかがい知ることが出来る。
典型的な例として，スマートフォンなどを常にチ
ェックしている姿をいたるところで目にするこ
とが多い。この場合の他人は，スマートフォンの
交信相手であり，スマートフォンを操作している
自身の周りの他人からはどう思われているのか
についての関心はほとんどないようである。また，
少人数の会話においても，会話の仲間同士におい
ては，相手がどう思うかについて，気を使いなが
ら話に熱中している光景が良く見られるが，その
周りの人からどう思われるのかについては，関心
を払っていないようである。このように，きわめ
て少人数の話し相手から，どう思われるのかにつ
いての判断を気にする会話のスタイルが，日常的
に定着していると考えられる。このような少人数
の相手から，どう思われるのかについて判断する
ことで，自分が恥じないように常に気を使ってい
るという面がある。	
また，「甘えの文化」の観点から見ると，相手
に好かれたいという願望から，自身が内面的な強
制力を働かせているという捉え方が出来る。この
ような思考の結果，周りの状況を気にすることな
く，スマートフォンに熱中したり，少人数の会話
が盛り上がったりしている場面を作っていると
いう考え方も出来よう。また，話の仲間から反感
をかわないように当たり障りのない曖昧な言葉
を使ったりすることや，相手に同調するために自
分の考えとは違う意見を言うような場合も，「甘
えの文化」の要素が入っているように思われる。	
	
3.6. 異文化コミュニケーションの課題 
このように，日本の日常的なコミュニケーショ
ンにおいては，他者の判断を基準にして話が進行
することが多いために，三人称が主語の文体が多
く用いられる。また，主語は省略されることも多
い。遠慮・察しのコミュニケーションでは，情報
の主要な部分が省かれることがある。特に同じ文
化を共有する仲間同士での会話では，その仲間で
の共有文化に関する事項が，会話の中で省略され
る。このような会話に慣れていると，何が省略さ
れているのかについての自覚がなく，異文化コミ
ュニケーションにおいても，異文化の相手にも共
有されていると無意識のうちに判断しがちにな
る。このように，普段の日常会話において省略さ
れた部分に，地域文化の影響を受けた共有文化が
存在する。異文化コミュニケーションにおいては，
このように仲間同士の会話では必要がなくて省
略されている情報を予備知識のない相手にわか
りやすい言葉で表現する必要が出てくる。	
大人数を相手に話をする場合には，論理的な文	
章構成が必要になってくる。また，聴衆の中で既
に共有されている文化的な背景については，必要
に応じて省略することも可能である。そのために
は，何が共有文化なのかについての推察が必要に
なる。	
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異文化コミュニケーションにおいては，論理的
な文章構成と共に，共有文化の程度が不明である
ことも多い。このような場合には，相手の反応を
見ながら，必要に応じて補足的な説明を付け加え
ることや，進行中の話題についての背景を説明す
ることも必要になる。	
外国語でのコミュニケーションは，このように
日本語の日常的なコミュニケーションとは，異な
った文章構成に組み替えた形で行う必要があり，
そのためには，日本の日常的コミュニケーション
の特色を理解することが重要である。	
一般的に習慣化している行為について，客観的
な視点から見直すことは，容易ではない。自身の
習慣化している行動を，別の視点から考え直すた
めには，異文化交流が，そのきっかけになり得る。
しかしながら，異文化交流において，十分な意思
疎通を図るために，一定レベルの異文化コミュニ
ケーション能力が必要になる。	
このような問題を解消する手段として，日常的
なコミュニケーションにおける地域文化の影響
に関する研究をさらに発展させて，地域社会にお
けるグローバル化の課題として、その対策の中に
組み入れる必要があると考えられる。これから学
ぼうとする外国語が使われている地域社会にお
ける日常的なコミュニケーションが，その地域社
会の伝統文化の影響をどのように受けているの
かについて，自身の日常的コミュニケーションの
場合と比較しながら，系統的に学ぶことにより，
自身の習慣を客体化することが容易になり得る。
異文化コミュニケーションに関する教育プログ
ラム開発には，コミュニケーションに関係する比
較地域文化学の視点を組み入れることも，今後は
検討していく必要があると思われる。	
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